




















〔キーワード〕 話題転換 接触場面 日本語会話
1 ．はじめに
私たちは会話の際に意識的にまた無意識的に話題を展開したり、転換したりしている。近年、日本











































NNS×NS（3組） 調査時期 総文字化分数 NS×NS（3組） 調査時期 総文字化分数
CF1×JF1 2009・6・11 32 分 01×02（JF） 2010・6・29 25 分
CF2×JM2 2009・6・11 38 分 02×03（JF） 2010・6・29 25 分
CF3×JM2 2009・6・16 22 分 03×01（JF） 2010・7・01 25 分
録音された音声・文字化された資料は、個人や団体名が特定されないように匿名性を守り、研究目























































（ ） 聞き取り不可能な箇所は、（ ）で示される。空白の大きさは、聞き取り不可能な音声の相対的な長さに対応している
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－ 66－
（m.n） 音声が途絶えている状態があるときは、その秒数がほぼ 0.2 秒ごとに（ ）内に示される
（．） 0.2 秒以下の短い間合いは、（ ）内にピリオドを打った記号によって示される
言葉： 直前の音が伸ばされていることは、コロンで示される。コロンの数は引き伸ばしの相対的な長さに対応している
h 呼気音は hで示される。










































































































（39－42）では、「来週の発表」について、39 行目から 41 行目までCF1 による話題転換が行われたこ
とがわかる。
第二に、導入された話題と会話の内容の関連について、13 行目に注目したい。1行目から 12 行目
までは全部CF1 の髪型という枠組について会話が行われている。13 行目にあるCF1 の発話文「私は
天然パーマだから，」によって、話題転換はした。12 行目まではすべて髪型に関して話しているが、
突然CF1 は自分の髪が天然パーマであるという話題に転換した。要するに、12 行目まではまだ話が
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（中国厦門大学嘉庚学院日本語科）
The Study of Structure of Conversational Topic Changing:
Based on Data of theJapanese/Chinese who are in friendship
XU, Jiayao
The aim of this paper is to specify differences in the way of topic shifting by Chinese participants
with Japanese participants in the Japanese contact situation. The data consist of three 20－minute
spontaneous Japanese conversations recorded in Japan. The analysis focused upon topic shifting
patterns and topic shifting strategies.
The results show that about topic shifting patterns, I cannot see the topic shifting patterns as been
written. Chinese participants tend to make the topic change into the thing they always familiar to.
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